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This study aimed to create a hypothetical model on school consultation by analyzing the speech of 
school counselors (SCs) during consultations. I interviewed 10 SCs, and analyzed the data by using the 
grounded theory approach, which is a qualitative research method. The model was created by using open 
coding, axial coding, and selective coding with a focus on the function of speech. The analysis revealed 
three processing categories: (1) sharing information, (2) sharing a diagnosis and (3) sharing a solution; 
these categories included seven concepts. Considering this, suggestions aimed at more effective school 
consultation were made by examining SCs’ speech intentions. Finally, the results were compared to those 
of earlier studies that explored school consultation models experientially, and future tasks were discussed. 
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開始した。 この事業は 2000 年まで継続され，
2001 年以降は都道府県や政令指定都市の教育委
員会が公立中学校を中心にSC等を配置している。







































































































































































































































A 女性 20 代 1 年目 1 年目 1 年目 公立中学校 非常勤
B 男性 40 代 3 年目 2 年目 2 年目 公立高校 非常勤
C 女性 40 代 10 年目
（15 年目） 9 年目
私立 5 年目
公立 1 年目 私立・公立高校 非常勤
D 女性 30 代 1 年目 1 年目 1 年目 公立高校 非常勤
E 女性 30 代 9 年目 8 年目 3 年目 公立中学校 非常勤
F 女性 30 代 なし




G 女性 40 代 10 年目 8 年目 1 年目 公立中学校 非常勤
H 女性 30 代 10 年目
（15 年目） 7 年目 1 年目 公立中学校 非常勤
I 女性 30 代 8 年目
（11 年目） 6 年目 1 年目 公立中学校 非常勤
J 男性 30 代 2 年目










































事例 性別 時期 状　況
A 男子 中学 1 年3 学期
A は積極的で友達も多かったが，調子に乗って友達をからかうところがあった。中学に
入ってからそのような A の態度は次第に疎ましく思われるようになり，2 学期の終わり
ごろより不登校になった。A の親は担任に対して不信感をもっている。一方で，クラス
の大部分は A に対して不満をもっている。このような状況に担任は困り，SC の元へ相
談に来た。




けたことや，最近しばしば B が相談室に顔を出すことから SC は問題意識をもち，担任
に話しかけた。










































































































































SC38 そうですね，とても B ちゃんにとって嬉しいかなあと思うので。 解決行動を促進させる
SC39 じゃあまた。 分析に含めない発言
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